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昨年より食品をはじめとする生活必需品の値上げが止まらない状況にあります。原油価

格の上昇も続いていますがウクライナ情勢も関係し、天然ガスなどの価格も上昇していま

す。エネルギー価格も上昇したことにより小麦など、海外からの輸入品は輸送費なども上

昇し、大幅な値上げが予想されます。 

 昨年の春闘では「ベアゼロ」定期昇給も「昇給係数 4」から「2」へと減少し、物価の
上昇と反比例して賃金は下がり、生活に不安を抱えることになっています。 

□ガソリンは 3 月 2 日時点で 8 週連続の値上げ！ 

レギュラーガソリンが全国平均で 172 円 80 銭まで上昇 

□光熱費 

・電気・ガス料金とも、8 ヵ月連続の値上げ。原油相場の状況などにもより、今後も値上 

 げが続く予想。4 月より電気料金 115 円～127 円、ガス料金 83 円ほどの値上げ 

※標準的な家庭の場合 

□高速道路通行料金 

・首都高速道路は 4 月から上限料金を 1,320 円(ETC 普通車)から 1,950 円に値上げ 

□食品 今冬から 4 月にかけても値上げが続く！ 

・食用油：1kg 当たり 40 円以上値上げ 

・醤油、豆乳：約 4～10％値上げ 

・ちくわなど魚肉加工品、総菜：平均約 8％値上げ 

・ハム・ソーセージ：4～12％値上げ 

・冷凍麺製品：6～13％値上げ 

・ウイスキー：5～28％値上げ 

□その他 

・ティッシュペーパーなど家庭紙の全製品：15％以上値上げ 

・照明器具、蛍光灯：5～30％値上げ 

今後の原材料価格の動向や企業業績などによっては、2022 年後半も様々な製品やサー

ビスが値上がりする可能性があります。 

 

 昨年度実績 昇給係数 「2」 

夏季手当2ヶ月、年末手当2ヶ月の過去最低 


